
令和７年度長崎市中学生議会（報告） 

 

 長崎市教育委員会学校教育課 

 

 長崎市議会にご協力いただき、８月１８日（月）・１９日（火）の２日間、長崎市議

会議場において中学生議会を実施いたしました。９回目となる今年度の中学生議会で

は、「『いじめゼロ宣言』の実現に向けて、「誰もが笑顔で過ごせる学校」にするために

全中学校共通して取り組める活動や仕組みを考えよう。」と「ふるさとの良さや宝を生

かし、さらに魅力的な長崎にするためのアイデアを提案しよう。」の２つの議題につい

て話し合いました。 

 

《８月１８日（月）》 

 

○中学生議会の開会 

 ・長崎市議会議長あいさつ 

 ・議題の確認 

  ①『いじめゼロ宣言』の実現に向けて、「誰もが笑顔で過ごせる学校」にするため 

に全中学校共通して取り組める活動や仕組みを考えよう。 

  ②ふるさとの良さや宝を生かし、さらに魅力的な長崎にするためのアイデアを提

案しよう。 

 ・市議会の仕組みについての説明 

・ふるさと長崎に関する取組についての説明 

・中学生議会の意義や進め方の説明 

 

○中学生議会委員会会議 

 ・東西南北の４つの委員会に分かれ、議題について提案する内容を話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

《８月１９日（火）》 

 

○中学生議会本会議 

  ・本会議開会あいさつ（教育長） 

  ・議題について議会形式で話し合う 

・閉会あいさつ（市長） 

・閉会後記念撮影 

 

 

 

・各委員会の提案内容をもとに話し合いを行い、すべての中学校で実践することを 

議決しました。 

 

議題１ 『いじめゼロ宣言』の実現に向けて、「誰もが笑顔で過ごせる学校」にするた 

めに全中学校共通して取り組める活動や仕組みを考えよう。 

  

①長崎市共通のいじめゼロを目指すマスコット「いじめん」を創り、マスコットを活

用しながら、全校生徒にいじめゼロ宣言の定着を図り、「誰もが笑顔で過ごせる学

校」をつくる。 

 

②みんなの笑顔を増やすために、季節に応じた掲示物を作成するなど、学校 

全体を明るくする目的で「イベフェス」（イベント・フェスティバル）を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



議題２  ふるさとの良さや宝を生かし、さらに魅力的な長崎にするためのアイデア

を提案しよう。 

 

東部委員会 ①ペットボトルのラベルを中学生がデザインする。 

②「長崎で自分を魅楽建（みがけ）プロジェクト」 

        地域の人しか知らない（学校周辺にある）魅力的な場所を発信するた

めのスタンプラリー付きアプリをつくる。 

 

北部委員会 ①長崎市の魅力があるコースを巡る「長崎歴史文化自然マラソン」を行

う。 

②「長崎歴史文化自然マラソン」の中継地点に「長崎の水」や「新郷土料

理」を用意する。 

 

西部委員会 ①空き家も長崎の美しい景色の一つとするために、空き家をリフォーム

し、長崎の郷土料理を体験できる「NONNOKA プロジェクト」を行う。 

②「NONNOKA プロジェクト」で中学生がラベルのデザインをしたペッ

トボトルを配る。 

 

南部委員会 ①ペットボトルのラベルを中学生がデザインする。 

②各地域の中学生がスタンプのデザインを考えたスタンプラリーを行う。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



《参考資料》 

 『いじめゼロ宣言』 

 


